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皐 頭 錢 拶

新年を迎えて

秩父防火安全協会 会長 小 池 文 喜

秩父防火安全協会の会員事業所の皆様、あけましておめでとう

ございます。

今年はいよいよ綺麗な秩父市役所も完成しますし、楽しみですね。

また、町中でも銀行の新しい店舗ができたり、病院ができたり、

色 な々お店ができたり、また空き地もできたり、道が広がりそうになっ

たりと少しずつ変わっていますね。

アメリカではいよいよトランプ大統領が就任です。心配もありますが、反面期待もありますね。

今年も秋父地域がなるべく安全でありますようお祈りいたしております。

年頭の挨拶

秩父消防本部 消防長 坂 本 哲 男

平成29年の輝かしい新春を迎え、会員の皆様に.●んで新年の

お慶びを中し上げます。

皆様には、平素より秩父消防本部 署の活動に対し格別のご高
配を賜り厚く御礼を中し上げます。

また、各事業所におかれましては平素から、火災をはじめ各種

災害の予防にご尽力をいただいておりますことに、深く感謝を申しヒげます。

さて、昨年は4月に熊本地震、8月以降に相次いで上陸した台風、10月に鳥取県中部

で発生した地震、12月に新潟県糸魚川市で発生した大規模火災などによって、全国各地

に甚大な被害が発生しました。すべての災害を防ぐことはできませんが、このような予測の

つかない災害に対し、多くの尊い人命を救うために、消防をはじめとする防災機関が、一

九となって備えを充実させなければなりません。ある日突然に私たちを襲い、一瞬にして多く

の建物や財産、生命を奪ってしまうような各種災害に備えて、事業所や個人においても、

予防対策や起きた時の行動要領、起きた後の対策等を日頃から考えておく必要があります。

また、災害発生時の対応や応急措置などについて反復訓練を行い身に付けておけば、い

ざというときに慌てず速や力ヽ こ行動することができ、被害を最小限にとどめることができます。

特に消防法令により防火管理者の選任が定められている事業所においては、自衛消防の

充実をお願いいたします。

結びに、本年が皆様にとってより良い一年となりますようご祈念申し上げますとともに、皆

様のご健勝とご発展を′さからおり子り申しあげます。
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平成28年 6月 21日 (大 )、 秩父消防本部4階講堂において平成28年度秩父防火安全協会評議員
会が開催さlnました。

最初に「公益社団法人埼玉県危険物安全協会連合会J

の表彰を受賞されました方々に、表彰状が授与されました。

表 彰 釧率 同 敬称略)

の表彰伝達及び「秩父防火安全協会J

平國帷鋏 例顆圃貝⑮

秩父防火安全協会

★ 優良危険物事業所

第一産業株式会社

☆ 優良危険物取扱者

株式会社T」 Mデザイン 猪 股 博 保
☆ 良普及啓発活動

埼玉消防機械株式会社

★ 優良防大管理者

秩父市勤労者福祉センター  根 岸 雅 弘
メモリアルホール皆野    佐 川 博 史
秩父鉄道株式会社有隣倶楽部 新 丼 久 彦

感言射1犬員曽呈

前事務局長 大 澤 保 夫

前事務局員 高 橋 寿 幸

評議員会では協会会則第 13条に基づき各案が慎重に審議され、その結果、いずれも原案のとお

り満場一致で可決承認されました。また、役員改選議案では、正副会長が再任されました。

提出議案

第 1号議案

第2号議案

第3号議案

第4号議案

第5号議案

役員改選

会 長
副会長

副会長

副会長

平成27年度事業結果報告について

平成27年度会計決算報告について

平成28年度事業計画 (案)について

平成28年度会計予算 (案 )について

役員改選について

小 池 文 喜  lllウッディーコイケ

冨 田光 彦  0小 林石油店
宮 前 隆 ―  秩 父 ガ ス l■l
皆 川 倫 治  llllオ ブ ナ ス

定例評議員会



度
県外視察研修 三愛石

平成28年 10月 19日 (水 )、 16名の参加

者で協会県外視察研修を実施しました。研修

先は、羽田空港敷地内にある東京国際空港

航空機給油施設 三愛石油いでした。
最初に施設の概要説明を受け、その後、

実際に海上の桟橋地区で油槽船 (タンカー)

から荷卸しする燃料受入れ設備の見学等を行

しヽました。

太平洋セメントllllに 1基、自衛隊入間基地に

2基の合計6基しかありません。

そllほどのタンクを抱え、空の安全を担う

施設内には多くの消防設備も設置されており、

厳重な警備体制が整つていました。

事務局もよリー層、火災予防体制を整備し

てしヽこうと感じた一日でした。

‐ ~｀

1~｀

一
― ―__

受入れた航空機燃料 (JET Al)よ
敷地内に設置された8基 (8,000dが 5基、

9800kが 3基)の巨大なタンクに貯蔵
されます。

1 000kl以上の屋外タンク貯蔵所のこ

とを特定屋外タンク貯蔵所と呼び、秩父

広域管内には秩父太平洋セメントllllに3基

設置されてしヽます。埼玉県内でも熊谷の

■K‐ 345

秋晴れの一日、会員、事務局の親睦も

深めらねた視察研修でした。

※秩父防火安全協会では毎年、県外視

察研修を実施しています。

会員事業所の方、どなたでも参加で

きますので、お誘いあわせの上、是非

こ参力日くださしヽ。お待ちしております。

4



第30回 幼年消防クラブ秩父地区大会開催鉄父防火安全協会後援)

第30回幼年消防クラブ秩父地区大会が、平成28年 10月 13日 (木)に秩父ミューズバ
ーク野外ステージで開催されました。30回記念大会で、消防音楽隊の演奏や埼玉県防災
航空隊のヘリコプターによる救出訓練等が行われ園児たちも大興奮でした。

消防体験学習

平成28年7月 29日 (金)に少年防火クラブ員を対象とした、消防体験学習を消防本部
におしヽて実施しました。真夏の日差しこも負けず、放水〕練、初期消火]‖練、応急処置訓

練等を行しヽました。訓練をとおして、たくましく成長した少年防火クラブ員でした。

平成29年 1月 7日 (土)に新春恒例の秩

父広域消防出初式が多くの皆様にこ来場い

ただき盛大に行われました。観閲 部隊点検、

蔦組合によるはじl~乗り、消防活動訓練、

消防音楽隊の演奏と実施しました。



甲種防火管理新規請習会開催

平成28年 6月 14日 (火)15日 (水)の 2日間、秩父消防本部において、秩父防火安全協会
主催の甲種防火管理新規講習会が開催されました。63名の受講者全員が修了証を取得することが

できました。

※来年度も、6月 中(2日間)こ開催予定です。

詳細は秩父広域市町村圏組合 秩父消防本部
ホームページに新年度、掲載いたします。

こ不明な点は秩父消防本部予防課までお問い

合わせください。

秩父消防本部 予防課 公 0494-21-0121
ホームページ httpノ /wwwc kou kLjp/crd/

甲種防火管理再請習会開催

平成29年 2月 3日 (金)秩父消防本音風こおいて、秩父防火安全協会主催の甲種防火管理再講習会

が開催され15名の防大管理者が受講されました。

受講対象者は、不特定多数の人が出入りするJ又容人員300名以上の店舗やホテル、旅館等の防
火管理者です。

この講習は、 5年以内に1回の受講義務があり、

正等に係る知識、技能の習得を目的として行われ、

※来年度も同様に2月 中に開催予定です。

H28県内における危険物(少量危険物施設含む)事故について
県内で危険物事故は]年 FB8で36件発生しました。その概要は、火災事故 11件、流出事故 15件、

破損8件などです。

火災は危険物施設種号Ⅲこ関係なく発生し 流出事故や破損事故は給油取扱所の特にセルフスタン
ドで多発しています。 1件の事故で7000万円を超える損害額になることもありますので、引き続き
日頃の安全管理の徹底をお願いしヽたします。

過去5年間における防火管理に関する法令の改

おおむね2時間の講習です。
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平成28年 火災・救急・救助の概況
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この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り もつ
て火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させ、財産の損失を防ぐことを目
的として実施されます。

寝たばこlき

絶対に

やあましょう住宅防火 いのちを守る フつのポイント
(3つの習慣。4つの対策)

3つの習慣
寝たばこは、絶対やめる。

ストーブは、燃えやすしヽものから離れた位置で使用する。

ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を,肖す。

4つの対策
逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する1

火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
コンロ0そげを離Itるここは、

お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。 必ず火を;肖 0ましょう。

予防規定に定めなければならない事項が追加されました。

危険物の規市引こ関する規則が改正され、地震が発生した場合の応急措置等を盛り込むべき事項と
して追加されました。予防規定の策定の必要な事業所におかれましては、変更の手続きをお願しヽしヽ
たします。 詳しくは、予防課へこ相談ください。  ● o494-21-0121

ストー7で洗濯物を
乾かすの1き

やあましょう
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【予防規定を定めなければならない危険物施設】
① 製造所(指定数量の倍数が10倍以上)

② 屋内貯蔵所(指定数量の倍数が150倍以上)
0屋外タンク貯蔵所(指定数量の倍数が200倍以上)
④ 屋外貯蔵所(1旨定数量の倍数が100倍以上)
0給油取扱所(自家用給油取扱所の屋内給油取扱所は除く)
0-般 取扱所(指定数量の倍数が10倍以上)
(指定数量の倍数が30倍以下で、かつ 引火点が40度以上の
第4類の危険物のみを取り扱う一般取扱所で危険物を容器に

詰め替えるものを除く)

【盛り込むべき主な追カロ事項】
0工事安全管理
② 地震発生時の点検 応急措置

0津波発生時又は発生する恐れがある場合の
点検 応急措置

I予防規定に盛り込むべき主な事項】
① 保安業務管理者の職務及●KE織

② 自衛の消防組織

0保安教育訓練
④ 保安のための巡視、点検及び検査

⑤ 危険物lt設の運転又は操作
0危険物の取扱作業の基準
⑦ 補修等の方法

① 災害その他の非常の場合に取るべき措置
O保安に関する記録

會員募集
当協会では随時会員を募集しております。お知り合いの事業所
まだ入会されていない事業所がありましたらこ紹介くださしヽ

秩父防大安全協会事務局 雷 (o494)21-0121
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